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　　●●　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Summary　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1. The effects of alternating temperature on　the germinatin of celery seeds were reported

　by many authors, but the effects of gibberellin are not known.

　　　This report deals with the effects of gibberellin and cold treatment on celery seeds.

2. Seeds of　Ａ加山ｎ ｅｒａりeoleiiｓＬ.“Utah Ｎ０.15” and ゛‘Conell　No. 619”, havested in

summer 1964 in Kochi prefecture and kept in ａ desiccator, were used in the eχperiments.

3. The germination beds were donble filter paper 】aidin ａ Petri dish of ｇ cm in diameter

　and wet its with enough amount of disti】led water.

　　　One hundred seeds were sown on the each Petri dish and two Petri dishes were prepared

　for each germination test.

4. Gibberellin treatments　were soarked at 24 hours in aqueous solution of 100, 200, 400,

　800, 1600, and 3200 milli-gram per litre.

5. The results obtained are as follows :

　i) Germination at 10～20°Ｃ was excellent but the germination at 25°or 30°Ｃwas inhibited.

　ii) Chilling for 30 days at O～3°Ｃ before the sowing e斤ected on the germination.

　iii) Germination of celery seeds at 25°C did　not di仔er among controls and lower con-

　　centrations of gibberellin, howeveri when seeds　soaked in gibberellin solution of 1600

　　or 3200 ppm for 24 hours. germination percentage was increased and the germination

　　was hastened.

　iv) Gibberellin was not effective on the germination at 30°Ｃ，however, the germination

　　　induced when seeds were chilled for 30 days at O～3°Ｃ and soaked in solution of 1600

　　　ppm for 24 hours.

　v) Gibberellin 。treatments for　12 hours　or less were not effective on　the germiantion.

　　　Best result was obtained when seeds were　soaked for 24 hours　in gibberellin solution

　　　of 3200 ppm. Germination inhibited when the seeds were kept in gibberellin solution｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　vi) Celery seeds　which they　are very small　size　are difficult to handle when they are

　　　wet with gibberellin treatments. Therefore, when it make to drying them before sowing,

　　　effectof gibberellin　was found to 。be reversed by drying of seed for 6 hours or more

　　　before setting, them in germination beds.

　vii) Thiourea or potassium nitrate was not effective on the germination of celery seeds.

6. The results of this examination suggest that gibberellin is able to replace partially ゛the

　cold requirement of celery･ seeds.
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　従来よりセルリーの種子は15°Ｃ前後で良く発芽し，25°Ｃ以上の高温下では発芽の非常に悪るい

ことか認められている(lo.”｡19)。しかしセルリーの冬串しを目的とする場合には夏季に播種せねば

ならず，必然的に高温下で発芽させることとなりその発芽率は極めて低く，発芽日数も長期を必要

とし，発芽が著しく不揃いとなる。　　　　　　　，･

　一方ＧＡはいろいろな植物種子の不良還境下での発芽に対し促進的作用を示すことか報告されて

いる(l.5.6.78.9.13j4≒　本実験はこのセルリーの高温下での発芽抑制をＧＡにより除去させることは

出来得ないか否かを薗めるために行ったものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ．材料お,よび方法

　材料植物として実験１にはユタ15号の輸入種子を，その他の実験には高知大学農学部の圃場で

1964年７～８月に採種したユタ15号およびコーネル619号の２品種を供試した。

　発芽床としては９ｃｍの純硬質のペトリ皿に濾紙を２枚敷き，吸水させた後，コッホの殺菌器で蒸

気消毒したものを使用した。ＧＡ処理は断りのない限り各種濃度のＧＡ水溶液にそれぞれ24時間浸

漬し，処理後数回水を替えることにより水洗した。種子は全てクロールカルキ濾液（サラシ粉150g

を100 cc の蒸溜水に混入し10分程攬排後濾過）に約20分間浸前した後殺菌蒸溜水で数回水洗し，ペ

トリ皿に100粒づつ播種した。なお発芽勢は10日／切とし実験は全て２回反復とした。

ｍ。実　験　結　果

実験１：ＧＡ処理，並びに低温処理の影響

1963年９月1汪|にユタ15号の種子を蒸溜水および50, 100, 200, 400, 800, 1600 ppmの各ＧＡ’

第１表：セルリーの発芽におよぽすジベレ

　リンおよび低温処理の影響

品種：ユク15号，23～25°Ｃ，暗発芽
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Figl. The effect of gibbere川ｎ and low

　temperature on the germination of celery

　seeds.

　　var. name : Utha No. 15

　　Germinating temperature : 24°Ｃ

　　Sowing day : Sep. 19th 1963

水溶液で浸漬処理後24°±1°Ｃの暗所で発芽させた，そのI結果は第１表および第１図にみられるご

とく｡，発芽率で無処理区の８％に比し800 ppm 区で63％，1600 ppm 区では71％とかなり高濃度の

ＧＡ処理により顕著な発芽促進作用を示すことか認められた。これに対し低濃度処理の50 ppm 区

では＼k96, 100 ppm 区で12％とＧＡの影響は認められなかった。なお蒸溜水のみに浸漬することに
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Fig. 2 : Interaction of gibberellin and temperature

　on the germination of celery seeds.

　　　var.name ･ Conell Ｎ０. 619

　　　Sowing clay : Sep. 4th 1964
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よっても無処理に比しわづかなから発芽

が促進された。

　一方播種前に種子を043°Ｃの電気冷

蔵庫で15日および30日間冷蔵処理するこ

とにより発芽率はそれぞれ22％および74

％と著し増大を示した。即ち高温下での

発芽は低温予措によっても顕著に'促進さ

れることが確められた。

　実験２：発芽温度とＧＡ処理の影響

　1964年７月24日コーネル619号の種子

を蒸溜水および100, 400, 800, 1600 ppm

のＧＡ水溜液で浸漬処理し10°,15°,20°，

25°および30°Ｃの明室内に置いた。｡その

結果は第２表および第２図にみられるよ

うに，20°Ｃ以下の区では温度が低い穣

発芽開始か遅れる傾向を示したが，各処

理とも無処理区でも良く発芽しＧＡの影

響は認められなかった。　しかし25°Ｃで

はユタ15号の場合と同様に，高濃度のＧ

Ａ処理による顕著な発芽促進効果が認め

られた。さらに30°Ｃでは1600 ppm 区

で･6％の発芽を示した以外は全ての区で

発芽か認められなかった。

　実験３：ＧＡ処理における濃度の影響

　実験1,においては輸入種子を供試した

ために種子の前歴か解からず，すでに低

温に遭遇していたとも考えられるので，

前歴の解った種子で再びＧＡの濃度によ

る影響についての実験を行った。

　1964年８月に採種しデシケーター中に

保存したユタ15号およびコーネル619号

第２表　セルリーの発芽におよぽす発芽温度とジベレリンの影響

発芽勢　（％） 発芽率　（％） 平均発芽期間　（日）

　　　発芽温度(゜C)≧匹ﾌﾞ]
10　15　20　25　30 10　15　20　25　30 10　　15　　20　　25　　30

　　O ppm

　100

　400

　800

1600

6　70　73　0　0

3　75　56　1　0

3　87　55　4　0

6　75　94　9　1

12　75　85　20　5

　98　100　100　20　　0

　98　99　99　16　　0

　92　’98　95　25　　0

’91　99　100　32　　1

　98　100　97　43　　6

12.2　10.'3　9.0　19.6　－

11.3　10.0　9.3　19.3　－

13.3　9.8　9.9　17.0　－

12.6　10.3　7.9　16.0　7.0

12.0　10.1　9.1　11.5　8.8

品種：コーネル619号，明発芽
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の種子を12月17日に蒸溜水および400. 800, 1600 ppmの他本実肺ではさらに3200 ppm のＧＡ水

溶液にそれぞれ24時間浸漬処理して，ペトリ皿に播種し25°Ｃの暗黒下に保った。

　その結果両品種共に3200 ppm 区で最も顕著な発芽促進か認められた。（第３表および第３図）

即ちユタ15号では，発芽率において無処理区

ではわずか２％であったのに対し400 ppm区

で11％，800 ppm 区で2196, 1600 ppm区では

6196,さらに3200 ppm 区では92％とＧＡの

処理濃度の増大と共に発芽率も著しく増加し

た。一方コーネル619号においても無処理区

では全く発芽が認められなかったのに対し，

1600 ppm 区で19^, 3200 ppm 区では56％と

ユタ15号と同様高濃のＧＡ処理により顕著な

発芽促進がみられた。なお各処理区において

ユタ15号はコーネル619号に比し高い発芽率

を示した。

　実験４：ＧＡ処理における浸漬時間の影響

　前実験でセルリーの種子発芽に対し低濃度

　　　　Conell No.615
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Fig. 3　:　The effect　of　concentration of

　gibberellin on the germination of celery

　seeds.

　　　Germinating temperature : 25°Ｃ

　　　Sowing clay : Dec. 17th 1964

第３表､:セルリーの発芽におよぽすジベレ

　リン処理濃度の影響

品種’
Ｇ　Ａ
濃･度 ヅ ヅ 平均発芽期限

　　（日）

ュク15号

　ppm

　･0

　400

　800

1600

3200

2

6

22

54

87

2

11

27

67

92

　7.5

10.1

　8.9

　8.5

　7.2

コネール
　619号

　.0

400

800

1600

3200

0

6

16

18

48

0

7

17

19

56

－

8.0

7.9

6.9

8.2

　　　25oC,暗発芽

.第4表：セルリーの発芽におよぼすジペレ

　　リン処理時間の影響

没漬時間
Ｇ　Ａ
濃　度 ヅ ヅ 平均発芽期間

　　（日）

　時間
0.5
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品種：ユク15号，25°Ｃ，暗発芽
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のＧＡ処理では何らの影響も認められなかった。これはいずれも24時間浸漬の結果であって，より

長時間ＧＡ処理を行えば低濃度のＧＡによっても顕著な発芽促進作用を示すかも知れない。一方高

濃度のＧＡ処理においても最適の浸前時間を知る必要があるので以下の実験を行った。

　1964年12月16日ユタ15号種子を0, 100, 400, 1600 ppmのＧＡ水溶液に48時間浸漬処理した後

濾紙上に播種したものおよび濾紙に蒸溜水および0, 50, 100, 400, 1600 ppmのＧＡ水溶液中に直

接播種したもの，さらにG A 1600 ppm に"0.5, l; 3， 6, 12,および24時間浸漬処理をした後濾紙
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上に播種したものをそれぞれ

25°Ｃの暗所で発芽させた。

　その結果48時間ＧＡ水溶液に

浸漬することにより，発芽率は

無処理区の１％に比しG A 400

ppm区で26％，1600 ppm区で

は99％と24時間処理の69％より

もさらに発芽が促進されたが

100 ppm 区で叫ＧＡの影響は全

く認められなかった。（第４表，

第４図）

　しかしながら1600 ppmの48

時間浸漬により発芽率は高めら

れたものの発芽後，根の伸長は

停止しその先端部は褐変した。

これはＧＡ浸漬後の水洗か不充

分であったとも考えられるが高

濃度のＧＡ溶液中に長時間浸漬

してお,くことは根の伸長に望ま

しくないものではない。

　ＧＡ水溶液中での発芽は完全

に抑制された。即ち100 ppm区

では播種後15日目より発芽し始

め25日で43％の発芽率を示した

3
３
ｃ
ｎ
ｉ
３
）
.
i
a
（
一
ｕ
ｏ
!
Ｈ
'
Ｕ
!
”
i
-
'
３
Ｄ

100

8
0
6
0

40

2
0
0

8
8
0
6
0
4
0
2
0
0

1

一一一一

-●

皿皿皿〃-４

-４

一一一一４

-●

－－－－－○

~－４

＝ニー一喝

- -

K
T
i
C
O
'
―
t

-

－－一一

35
7 ･ d －

W ミ ー

GA treatment for 48hrs　Germination in GA solution

GA1600ppm　　一GAlOOppm
8
８
0

4
1

Period of GA treatment (1600ppm)

CO, hrs

48

24

12

一４

一一一一４

→（

　　　　　　　　Davs aftei･ sowing

Fig. 4 :　The effect of period of gibberellin treatments

　on the germination of celery seeds.

　　var. name : Utha No. 15

　　Germinating temperature : 25°Ｃ

　　Sowing clay : Dec. 15l:h1964

が, 1600 ppm, 48時間処理と同様に根の伸長は発根後まもなく停止し先端部は褐変した。さらに

400および1600 ppm 区では播種後４日目頃より種皮が縦裂し根が種皮外へ現れかけたかそのまゝ

の状態で終ってしまった。

　一方1600 ppm での短時間処理の効果は認められなかった。即ち第４表のごとく１時間以内の浸

漬処理では全く発芽はみられず，12時間処理でもわずか６％の発芽率を示したにすぎなかった。

　実験５：ＧＡ処理後の乾燥の影響

　セルリーの種子は微細なうえに，ＧＡ処理をすることにより種子が湿めって重なり合い種子の塊

を生じ播種の操作に著しく不便を感ずる。それには一担乾燥させれば良いが，一時的にも乾燥する

ことによりＧＡ浸清の効果が消失する恐れかある。この点を明かにするために，ＧＡ処理後種子の

表面に附着している水分を濾紙で吸い取り，25°Ｃの恒温器中で0, 1,6,12および24時間乾燥させ

たものゝ発芽試験を行った。同時に，実験４でみられたごとく，高濃度のＧＡ処理のため播種した

後種子の表面に附着しているＧＡによりその発芽に悪影響をおよぽすのではないかとも考えられる

ため，播種に先き立ち，ＧＡ浸漬後充分水洗した後乾燥させた種子についても発芽試験を試みた。

　その結果は第５表および第５図に示されるごとくＧＡ処理後６時間以上乾燥させることにより著

しく発芽率が低下することが確められた。なおＧＡ処理後充分水洗した種子では水洗しない場合よ

り発芽率の低下の程度が少なく，平均発芽期間でも約１日短縮された。以上の結果よりＧＡ処理後

一度乾燥させた後に播種する際には，出来るだけ早く，出来れば１時間以内に播する必要かおるこ

とか確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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第５表　セルリーの発芽におよぽすジベレ

　リン処理後の乾燥の影響

処　理 U ヅ ヅ
平均発芽期間
　　（日）

ＧＡ浅漬

　　↓乾　燥

0

1

6

12

24

55

40

5

6

6

61

44

5

6

6

7.3

6.8

7.2

8.2

7.7

ＧＡ浸漬

　　↓
水　洗

　　↓乾　燥

0

1

6

12

24

48

40

12

10

10

51

43

13

11

12

6.3

6.5

7.4

6.9

6.5

品種：ユタ15号，25°Ｃ，暗発芽

　実験６：　チオウレアおよびKN03の影響

　従来よりレタス(6)ハガラシ(17)，ゴボウ(2o)，

ペチュニヤ(20)タバコ(4･16)等多くの植物の種

子でチオラレアあるいはＫＮ０３処理によりそ

れらの発芽に促進的作用を示すことが認められ

ている。本実験では，セルリー種子の発芽にお

よぽすチオウレアおよびＫＮＯ３の影響について

観察した。

Period of dryness following GA treatmenta
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Fig. 5 : The effect of dryness following

　gibberellin treatments on the germination

　of celery seeds.

　　Ａ : Dryness following gibberellin treat-

　　　merit

　　Ｂ : Dryness after　watering following

　　　l gebberel】in treatment

　　var. name : Utha No. 15

　　Germinating temperature : 25°Ｃ

　　Sowing clay : Dec. 15th 1964

　1964年12月16日にコーネル619号を供試し，チオウレアおよびKN03の各0.4および0.8％水溶

液に24時間浸漬処理し常法のごとく播種した区，あるいは各水溶液を含んだ濾紙上に播種した。そ

の結果いずれの場合も50日後において無処理と同様に全く発芽が認められず，セルリー種子の発芽

にはチオウレアあるいはｋＮＯ３は何らの影響もおよぼさないことが確められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV.考　　　　　察

　セルリー種子の発芽は25°Ｃ以上の高温下では著しく抑制されるが，10～20°Ｃでは良く発芽し，

中でも15°Ｃで最もそろって発芽した。即ちセルリー種子の発芽適温は15°Ｃ前後であることが確認

された。この結果は矢吹ら(19)の報告と一致する。　　　。

　本実験の結果高温下におけるセルリー種子の発芽にＧＡが顕著な促進作用を有することが認めら

れた。このような現象はすでにレタス(7)，ナス(11)カランコエ(｡1)，牛ｙギョソウ(15)などでも認め

られている。また，モモ(2)アカマツ(3)コムギ(18-)などでは，ＧＡが低温処理の二部を代行する

ことも知られている。しかしセルリーでの発芽促進に有効な･ＧＡ濃度は，従来種子発芽に使用され

ているよりもはるかに高濃度を必要とすることが確められた。この理由としてはセルリーの種皮が

硬膜のために低濃度では必要量のＧＡが種子内に入り得ないのか，あるいは高温下での発芽に多量

のＧＡを必要とするものと考えられるが，ＧＡ処理時間が12時間以内では効果のないこと，あるい

は染色液の惨透性等より，セルリーの種皮はかなり不透水性であることが推察され，前者の理由に４

よるものと考えられる。従来セルリー種子の発芽におよぽすＧＡの影響についての研究は一部で行

われていたが，その促進的効果は認められていない田)。これは高濃度のＧＡ処理が試みられなか

ったためであろう。
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　一方播種前に種子を冷蔵処理することによっても高温下での発芽が促進されることか認められ

た。さらに冷蔵処理（Ｏ°Ｃ）とＧＡ処理を併用した場合には，第６表のごとく，30°Ｃにおいても

顕著な発芽促進作用が認められた。

　以上の結果よりセダリー種子の高温下での

発芽の際に，ＧＡは低温で行われる発芽過程

に必要な生化学反応の一部を代行し得るもの

と考えられる。

　　　　　Ｖ．摘　　　　　要

　セルリー種子の発芽におよぽすＧＡの影響

について，ユタ15号およびコーネル619号を

供試し実験を行い以下の結果を得た。

　1）発芽温度が10～20°Ｃの範囲では発芽

は良好であったが，25°Ｃ以上の高温下では

抑制された。

　2）播種前にＧＡ水溶液に浸漬することに

より，高温下における発芽が促進された。Ｇ

Ａの処理濃度は100 ppm 以下では効果なく，

1600あるいは3200 ppm の高濃度を必要とし

た。一方浸漬時間は，12時間以内では効果な

第６表　セルリーの発芽におよぼすジベレ

　リ処理および低温処理の相互作用

冷蔵期間
Ｇ　Ａ
濃　度 ヅ ツ

平均発芽期限
　　（日）・

　日
０ Ｔ ０ ０ -

0
0
0
0

　
０
０
０

　
１
４
６

　
　
　
　
１

　
５

0
0
0
0

　
０
０
０

　
１
４
６

　
　
　
　
１

　
　
１

0
0
1
3

0
0
0
1

　
　
　
１

0
1
2
5

0
1
0
5

　
　
　
１

　－

13.0

14.0

10.0

-

　-

12.0

　－

9.2

30

　0

　100

　400

1600

０

０

０

１０

０

０

０

２２

　－

　－

　－

10.4

品種：コーネル619号，28～31°Ｃ，暗発芽

く，24～48時間浸漬処理を必要とした。さらに長時間ＧＡ水溶液中に浸漬した場合には発根した根

のその後の伸長か抑制されることが認められた。

　３）ＧＡ処理後播種に際し種子を乾燥させる場含，６時間以上乾燥することにより発芽率は著し

く低下し，ＧＡの効果か消失することが認められた。

　０　播種前30日間の冷蔵処理によってもＧＡ処理と同様高温下での発芽は著しく促進された。

　5）チオウレアあるいはＫＮ０３によっては何らの影響も認められなかった。

　6）品種についてみると，ユタ15号の方がコーネル619号より発芽は良好であった。

　７）ＧＡの高濃度処理により発芽後幼苗の徒長現象はみられず，良くそろった大苗が得られた。
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